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地
域
の
皆
さ
ま
、新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

青
森
市
議
会
議
員
に
当
選
以

来
早
や
く
も
２
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。こ
れ
ま
で
２
年
間
す
べ
て

の
定
例
会
で
一
般
質
問
を
し
、

い
つ
か
住
ん
で
み
た
い
と
思
わ

れ
る
青
森
市
、
住
み
続
け
た
い
青
森
市
を
目
指
し
市
政
全

般
・
地
域
問
題
等
、多
種
多
様
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。こ
れ
ま
で
の
質
問
の
中
で
、
市
道
・
私
道
・
狭
隘（
狭

い
）道
路
の
補
修
等
課
題
は
、
迷
路
の
よ
う
な
解
決
の
道
の

り
が
見
え
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

最
大
の
課
題
は
冬
期
間
の
雪
対
策
で
す
。こ
の
３
年
間

豪
雪
が
続
き
多
く
の
方
に
ご
意
見
を
頂
き
、青
森
市
に
住
ん

で
い
て
、全
て
の
事
業
よ
り
優
先
し
て
恒
常
的
な
雪
対
策
を

す
べ
き
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。特
に
市
民
雪
寄
せ
場
の
排
雪

は
ス
ク
ラ
ム
排
雪
助
成
制
度
に
よ
り
、平
成
１８
年
か
ら
市
と

町
会
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
排
雪
を
行
う
制
度
で
、市
民
雪

寄
せ
場
の
排
雪
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
元
凶
で
、こ
の
制
度

の
廃
止
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
現
状
の
側
溝
を
利
用
し
た
簡
易
流
・
融

雪
溝
の
実
証
実
験
の
為
の
予
算
要
求
を
し
て
取
り
組
も
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
今

後
と
も
地
域
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
よ
う
、活
動
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、引
き
続
き
お
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
森
市
議
会
議
員　
　
　

  

藤
田 

ま
こ
と

■平成２５年度予算要望■

　地域の生活環境の向上を目的とした調査費の予算要望しました。

１．沖館・新田・富田地区の昭和５０年頃の農業用水路の調査予算

２．河川水を利用した流・融雪溝の設置可能性調査（既設の側溝を利用し

た簡易流・融雪溝の実験予算） 

３．柳川庁舎から人道橋を経由した沖館１丁目の沖館川横通路の足元灯の

設置

４．公に使われている私道に対する、除雪・道路補修等の実施基準の緩和

（市道・私道への補修等の実施基準の緩和措置）

５．富田１丁目の旧工業高校野球グランドに予定されている雨水ポンプ場新

設に伴い、冬期間の融雪利用の可能性調査予算

６．西滝霧島町会と線路の間にある、排水路を利用した沖館

　 小学校から相野十文字間の融雪利用の可能性調査予算

７．相野十文字から相野集会所間の道路拡張、電線等の地中

　 化による安全な通学路の確保の可能性調査予算    

平成25年度の当初予算の要望事項を市から求められ以下の
要望をしました。  

▼
ス
ク
ラ
ム
排
雪
と
は
、
町
会
か
ら
の
申

し
出
に
よ
り
、
市
民
雪
寄
せ
場
の
排
雪

を
行
う
も
の
で
、
市
・
町
会
が
お
金
を

出
し
合
い
排
雪
を
行
う
制
度
で
、
ス
ク

ラ
ム
排
雪
が
実
施
さ
れ
た
の
は
平
成
１８

年
か
ら
で
、
そ
れ
以
前
は
市
民
雪
寄
せ

場
の
排
雪
は
町
会
か
ら
の
要
請
に
基
づ

き
排
雪
が
さ
れ
て
い
た
。

・議会運営委員会委員

・総務企画常任委員会委員

・雪対策特別委員会委員

・自動車運送事業運営審議
　会委員

・議会広報広聴委員会委員

青 森市 議 会
新所属委員会

・議会運営委員会委員

・総務企画常任委員会委員

・雪対策特別委員会委員

・自動車運送事業運営審議
　会委員

・議会広報広聴委員会委員

青 森市 議 会
新所属委員会
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定
例
会
一
般
質
問

定
例
会
一
般
質
問

１
．災
害
時
要
援
護
者
避
難
対
策

と
福
祉
避
難
場
所
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
時
の
要
援
護
者
避
難
者
の

実
態
を
踏
ま
え
、対
策
の
進
捗
状
況
を
質
問

答
弁　

災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支
援
が
十
分

に
機
能
し
な
か
っ
た
経
験
を
踏
ま
え
、
現
在
、

本
年
３
月
を
目
途
と
し
て
、
地
域
の
関
係
者
や

障
が
い
者
・
難
病
患
者
の
各
団
体
の
皆
様
か

ら
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
要
援
護
者
支
援
プ

ラ
ン
の
取
組
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

２
．視
覚
・
聴
覚
・
知
的
障
が
い

者
・
肢
体
不
自
由
者
・
病
弱
者
・

身
体
虚
弱
者
等
の
障
が
い
者

避
難
場
所
の
確
保
に
つ
い
て

災
害
時
の
障
が
い
毎
の
避
難
場
所
確
保
の

対
す
る
考
え
方
を
質
問

答
弁　

一
般
の
避
難
所
で
の
福
祉
避
難
所
的

機
能
の
整
備
や
、
民
間
の
社
会
福
祉
施
設
等
と

の
協
定
の
締
結
に
向
け
、
現
在
そ
の
作
業
を
進

め
て
い
る

１
．高
齢
者
・
障
が
い
者
の
見
守

り
に
つ
い
て

今
年
に
入
り
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
家
庭
に

お
い
て
、
介
護

し
て
い
る
人
が

死
亡
、
介
護
を
受
け
て
た
人
が
介
護
を
受
け
ら

れ
ず
に
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
が
起
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、市
の
取
り
組
み
を
質
問

答
弁　

高
齢
者
へ
は
、
市
内
１１
カ
所
の
地
域

包
括
セ
ン
タ
ー
で
実
態
把
握
や
相
談
支
援
を

し
て
い
る
。認
知
症
高
齢
者
に
は
、
地
域
包
括

セ
ン
タ
ー
に
各
１
名
増
員
し
た
ほ
か
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
、
民
生
委
員
や
町
会
長
、

薬
局
な
ど
で
組
織
す
る
高
齢
者
介
護
相
談
協

力
員
と
協
力
し
、
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
の
早

期
発
見
・
早
期
対
応
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、

日
常
的
に
見
守
り
が
必
要
な
人
に
は
緊
急
通

報
装
置
を
貸
与
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実

施
、週
２
回
安
否
確
認
も
行
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
み
や
障
が
い
者
世
帯
で
希
望
す

る
方
に
、
地
域
住
民
で
編
成
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
週
１
回
訪
問
す
る
「
ほ
の
ぼ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
２１
推
進
事
業
」
を
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
を
し
て
い
る
。

今
般
、
厚
生
労
働
省
は「
人
の
生
命
、
身
体
ま

た
は
財
産
の
保
護
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
場

合
で
あ
っ
て
、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
と
き
」
は
、
個
人
情
報
保
護
法
１６
条

（
利
用
目
的
に
よ
る
制
限
）
２３
条
（
第
三
者
提
供

の
制
限
）を
適
用
除
外
で
き
る
見
解
を
示
し
た
。

◆
雪
対
策
に
つ
い
て
◆

雪
問
題
対
策
市
民
会
議
に
お
い
て
議
論
さ

れ
、
今
冬
か
ら
雪
処
理
計
画
を
大
き
く
見
直
す

こ
と
か
ら
、
今
冬
に
向
け
て
の
除
排
雪
対
策
の

五
項
目
に
つ
い
て
質
問

１
．小
学
校
周
辺
の
通
学
路
の
恒

久
的
な
雪
対
策
に
つ
い
て

青
森
市
内
小
学
校
48
校
の
う
ち
39
校
の

調
査
を
参
考
に
学
校
周
辺
の
通
学
路
の
冬
期

間
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
質
問

答
弁　

市
内
全
て
の
通
学
路
の
融
雪
歩
道
や

流
・
融
雪
溝
の
整
備
を
す
る
の
は
困
難
で
あ

る
が
、「
青
森
市
雪
処
理
基
本
計
画
」、
青
森
市

冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
等
の
エ
リ
ヤ
内
の

通
学
路
に
は
特
に
配
慮
し
、
計
画
の
見
直
し
を

進
め
て
い
く
。

２
．市
民
雪
寄
せ
場
の
排
雪
に
つ

い
て

雪
を
寄
せ
る
・
捨
て
る
場
所
を
確
保
す
れ

ば
、
苦
情
が
少
な
く
な
る
の
で
、
市
民
雪
寄
せ

場
の
雪
の
上
り
坂
が
急
に
な
ら
な
い
う
ち
に

定
期
的
に
排
雪
し
て
欲
し
い
事
か
ら
質
問

答
弁　

市
民
雪
寄
せ
場
は
管
理
等
を
市
民
の

皆
さ
ま
に
お
願
い
し
、
基
本
的
に
は
排
雪
は
行

っ
て
い
な
い
。昨
冬
は
豪
雪
災
害
と
し
て
緊
急

度
の
高
い
市
民
雪
寄
せ
場
に
つ
い
て
排
雪
を

行
っ
た
。今
年
度
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、

必
要
と
判
断
し
た
と
き
、
豪
雪
災
害
の
前
倒
し

を
行
い
、
排
雪
で
き
る
よ
う
弾
力
的
運
用
を
し

て
い
く
。

３
．バ
ス
路
線
の
除
排
雪
に
つ
い

てバ
ス
路
線
の
中
で
冬
期
間
毎
年
運
行
が
で

き
な
く
な
る
路
線
が
数
カ
所
あ
る
と
聞
き
、
そ

の
対
策
に
つ
い
て
質
問

答
弁　

バ
ス
路
線
は
特
に
重
要
な
路
線
と
位

置
づ
け
て
い
る
。

今
冬
は
交
通
部
か
ら
の
情
報
提
供
を
受
け

パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
連
絡
を
密
に
、
国
・

県
・
市
の
道
路
連
絡
調
整
会
議
で
バ
ス
の
運

行
に
支
障
の
無
い
よ
う
に
す
る
。

４
．苦
情
処
理
対
策
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
、
何
回
か
質
問
し
て
き
ま
し
た

が
、
除
排
雪
が
緊
急
に
必
要
な
場
合
、
市
直
営

の
除
排
雪
体
制
を
確
保
し
迅
速
に
対
応
す
べ

き
と
質
問

答
弁　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
コ

ス
ト
の
削
減
を
図
る
た
め
民
間
委
託
を
進
め

て
き
た
。
平
成
１５
年
に
す
べ
て
が
民
営
化
さ

れ
、
直
営
で
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
緊
急
時
災

害
時
に
お
い

て
速
や
か
に

対
応
可
能
な

民
間
業
者
を

数
社
選
定
し

て
い
る
他
、

人
力
対
応
が

可
能
な
場
所

は
市
の
職
員

で
対
応
し
て

い
る
。

水浸しの最終処分場水浸しの最終処分場

（震災ガレキを受け入れる
　　　予定だった最終処分場）
（震災ガレキを受け入れる
　　　予定だった最終処分場）

平
成
24
年

第
１
回
定
例
会

平
成
24
年

第
１
回
定
例
会

平
成
24
年

第
２
回
定
例
会

平
成
24
年

第
２
回
定
例
会

平
成
24
年

第
３
回
定
例
会

平
成
24
年

第
３
回
定
例
会



講
習
会
で
は
、
消
防
署
員
を
講
師
と
し
、
プ

ー
ル
、
マ
ラ
ソ
ン
、
部
活
動
中
、
意
識
を
失
っ
た

事
例
等
、
様
々
な
ケ
ー
ス
に
対
応
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
る
。ま
た
、
受

講
し
た
教
職
員
に
配
付
し
た
資
料
を
使
っ
た

各
学
校
で
の
活
用
を
促
し
て
い
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
臓
の
動
き
を
元
に
戻
す
「
治

療
器
具
」
で
あ
る
と
同
時
に
、Ａ
Ｅ
Ｄ
が
必
要

か
ど
う
か
を
音
声
ガ
イ
ド
で
教
え
て
く
れ
る

「
診
断
器
具
」
で
も
あ
る
と
い
う
特
性
を
踏
ま

え
、
各
学
校
に
対
し
、
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い

て
共
通
理
解
を
十
分
に
図
り
、Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
の

判
断
が
必
要
な
場
合
に
は
、
教
職
員
が
躊
躇
す

る
こ
と
な
く
適
切
に
使
用
で
き
る
よ
う
今
後

と
も
指
導
し
て
い
く
。

２
．霊
園
に
つ
い
て

年
内
に
お
墓
を
建
て
た
い
と
思
っ
て
も
、
12

月
に
な
る
と
工
事
も
で
き
な
い
た
め
、
年
内
ま

で
の
工
事
の
許
可
に
つ
い
て
と
、
施
行
規
則
が

時
代
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な

の
で
質
問

答
弁　

12
月
で
あ
っ
て
も
降
雪
が
な
い
な
ど

の
気
象
条
件
が
良
好
で
あ
れ
ば
工
事
の
施
工

自
体
は
可
能
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
よ
り

良
い
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
観
点

か
ら
も
、
次
回
の
指
定
管
理
者
の
公
募
ま
で
に

は
、
霊
園
管
理
事
務
所
の
開
所
期
間
を
12
月
ま

で
延
長
し
墓
石
工
事
を
許
可
す
る
こ
と
が
可

能
か
ど
う
か
、検
討
し
て
参
り
た
い
。

青
森
市
霊
園
条
例
施
行
規
則
で
、
そ
の
高
さ

や
幅
、
材
質
を
定
め
て
き
た
が
、
時
代
の
趨
勢

と
と
も
に
、
墳
墓
に
関
す
る
意
識
の
変
化
や
技

術
革
新
な
ど
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
形
状
や
機
能
と
い
っ
た
選
択
肢
が
広

が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
他
都
市

の
状
況
や
関
係
団
体
等
か
ら
情
報
を
得
な
が

ら､

工
作
物
の
制
限
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討

し
て
参
り
た
い
。

３
．道
の
駅
に
つ
い
て

現
在
、
青
森
市
に
は　

東
は
浅
虫
の
ゆ
ー
さ

浅
虫
、
西
に
浪
岡
の
ア
ッ
プ
ル
ヒ
ル
の
道
の
駅

が
あ
る
が
、
津
軽
半
島
の
要
の
青
森
市
の
中
心

部
に
道
の
駅
が
無
い
こ
と
か
ら
、
設
置
の
検
討

を
求
め
質
問

答
弁　

道
の
駅
の
整
備
主
体
と
し
て
は
、
道

路
情
報
提
供
施
設
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
等
の
休

憩
施
設
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
道
路
管
理
者

が
整
備
し
、
核
と
な
る
観
光
情
報
提
供
施
設
や

地
域
振
興
施
設
等
に
つ
い
て
は
市
町
村
、
ま
た

は
市
町
村
に
代
わ
り
得
る
公
的
な
団
体
が
整

備
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

道
の
駅
の
設
置
要
件
の
一
つ
と
し
て
、
利
用

者
の
利
便
性
が
よ
く
、
道
の
駅
相
互
の
機
能
分

担
の
観
点
か
ら
、
主
要
都
市
間
、
も
し
く
は
そ

れ
ら
の
都
市
と
観
光
地
間
等
、
適
切
な
位
置
に

整
備
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

青
森
市
に
お
い
て
は
、
青
森
地
区
に
道
の
駅

「
浅
虫
温
泉
」ゆ
～
さ
浅
虫
、
浪
岡
地
区
に
道
の

駅
「
な
み
お
か
」
ア
ッ
プ
ル
ヒ
ル
が
設
置
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
と
し
て
は
、
新
青

森
駅
周
辺
の
国
道
７
号
沿
線
へ
の
道
の
駅
の

設
置
は
必
要
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

５
．狭
隘
道
路
の
除
雪
方
針
に
つ

い
て

昨
年
度
の
狭
隘
路
線
（
狭
い
道
路
）
の
除
排

雪
の
実
施
状
況
が
良
く
な
い
こ
と
か
ら
質
問

答
弁　

道
路
幅
が
2.5
ｍ
～
3
ｍ
で
除
排
雪
道

路
の
長
さ
は
22.8
㎞
と
な
っ
て
お
り
、
通
常
の
除

雪
機
で
は
困
難
な
路
線
と
な
っ
て
い
る
。こ
れ

ま
で
は
主
に
沿
線
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
情

報
提
供
に
基
づ
き
パ
ト
ロ
ー
ル
で
現
場
確
認

し
て
き
た
が
、
今
冬
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
東
西
に

配
置
し
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
。

１
．学
校
施
設
に
お
け
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
適
切
な
使
用
の
周
知
に
つ

い
て

「
死
戦
期
呼
吸
」と
言
う
、
心
臓
停
止
時
に
酸

素
を
求
め
て
、
口
を
大
き
く
開
け
て
の
呼
吸
を

「
呼
吸
し
て
い
る
」
と
勘
違
い
を
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ

が
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
が
あ
っ
て
小
学

生
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
周
知
を
さ
せ
る

た
め
質
問

答
弁　

教
育
委
員
会
で
は
、
緊
急
時
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
適
切
に
使
用
し
、救
命
活
動
が
で
き
る
よ

う
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
を
含
め
た
心
肺
蘇
生

法
講
習
会
を
、全
小
・
中
学
校
67
校
の
教
職
員

を
対
象
に
実
施
し
、
毎
年
110
～
120
人
の
教
職
員

が
受
講
、
ま
た
、
新
採
用
教
員
を
対
象
と
し
た｢

初
任
者
研
修｣

の
中
で
も
実
施
し
て
い
る
。

◆

除
排
雪
の
契
約
方
法
◆

① 

シ
ー
ズ
ン
契
約
方
式

主
に
一
般
家
庭
の
道
路
、
生
活
路
線
と

言
わ
れ
る
路
線
で
、
業
者
の
自
主
的
判
断

で
出
動
す
る
方
式
で
迅
速
な
対
応
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

累
計
積
雪
量
400
㎝
～
600
㎝
で
あ
れ
ば
、

契
約
額
の
変
更
は
な
く
、
400
㎝
以
下
だ
と

減
額
、
600
㎝
以
上
だ
と
増
額
さ
れ
ま
す
。

こ
の
方
式
は
業
者
に
と
っ
て
一
定
の

収
入
が
あ
り
安
定
し
た
収
入
が
見
込
め
、

必
要
な
車
両
の
調
達
や
冬
期
間
の
安
定

雇
用
が
可
能
で
平
成
８
年
よ
り
徐
々
に

増
や
し
て
、
現
在
、
幹
線
、
補
助
幹
線
の
一

部
を
除
き
、全
工
区
で
実
施
し
て
い
る
。

単
価
に
つ
い
て
は
直
近
６
年
間
の
降

雪
量
を
基
に
算
出
し
、
今
年
度
は
県
と
同

様
の
単
価
に
増
額
見
直
し
を
行
っ
た
。

降
っ
て
も
、
降
ら
な
く
て
も
同
じ
支
払

い
額
の
た
め
、
出
動
回
数
の
多
い
業
者
と

少
な
い
業
者
で
は
不
公
平
感
が
出
て
き

て
い
る
。

② 

単
価
契
約
方
式

幹
線
、
補
助
幹
線
が
主
で
、
出
動
し
た

出
来
高
に
応
じ
て
支
払
う
単
価
契
約
（
浪

岡
地
区
は
、
す
べ
て
単
価
契
約
に
よ
る
契

約
方
法
）

平
成
24
年

第
４
回
定
例
会

平
成
24
年

第
４
回
定
例
会
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平
成
24
年
第
１
回
定
例
会（
３
月
議
会
）

１
．政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　

＊
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て   

２
．地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

　

＊
原
子
力
災
害
対
策
プ
ラ
ン
に
つ
い
て   

３
．本
庁
舎
建
て
直
し
に
つ
い
て

　

＊
市
役
所
庁
舎
の
耐
震
性
に
つ
い
て

　

＊
市
役
所
庁
舎
の
建
設
手
法
に
係
る
事    

　
　

業
手
法
に
つ
い
て

４
．青
森
市
行
政
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　

＊
職
員
提
案
制
度
に
つ
い
て

５
．雪
対
策
に
つ
い
て

　

＊
除
排
雪
費
の
契
約
の
見
直
し
に
つ
い

　
　

て

　

＊
除
排
雪
作
業
の
方
法
に
つ
い
て

　

＊
除
排
雪
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

　

＊
除
排
雪
重
機
の
効
率
的
稼
働
に
つ
い

　
　

て

　

＊
市
が
直
接
、
除
排
雪
が
で
き
る
体
制
に

　
　

つ
い
て

　

＊
財
政
問
題
に
つ
い
て

６
．指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

　

＊
地
域
性
の
高
い
施
設
運
営
に
つ
い
て

７
．紙
の
削
減
に
つ
い
て

　

＊
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
の
会
議
シ
ス
テ
ム
に

　
　

つ
い
て

８
．災
害
時
に
つ
い
て

　

＊
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
事
業
の

　
　

概
要
に
つ
い
て

９
．福
祉
避
難
場
所
に
つ
い
て

　

＊
視
覚
障
害
者
・
聴
覚
障
害
者
・
知
的

　
　

障
害
者
・
肢
体
不
自
由
者
・
病
弱
者
・

　
　

身
体
虚
弱
等
者
・
災
害
時
要
援
護
者

　
　

の
避
難
場
所
に
つ
い
て

２
．指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の

監
査
に
つ
い
て

３
．消
防
職
員
委
員
会
の
開
催
状
況
と
消
防

長
の
処
理
と
反
映
状
況
に
つ
い
て

４
．青
森
市
消
防
団
の
出
動
手
当
に
つ
い
て

平
成
24
年
第
３
回
決
算
委
員
会
質
問

１
．国
保
会
計
に
つ
い
て

２
．冷
房
の
再
利
用
に
よ
る
窓
口
の
改
善
に
つ
い
て

３
．被
災
地
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て

４
．収
集
運
搬
許
可
業
者
へ
の
後
納
払
い
に
つ
い
て

   

要
望
事
項
─
サ
イ
ン
計
画
に
つ
い
て

平
成
24
年
第
４
回

　
　

予
算
委
員
会
質
問
項
目

①
補
正
予
算
（
処
分
場
の
水
処
理
施
設
改
修
の
予

算
）
に
つ
い
て

②
非
常
時
の
学
校
外
の
学
童
保
育
場
所
へ
の
移
動

の
安
全
確
保
に
つ
い
て

③
青
森
市
浪
岡
の
最
終
処
分
場
に
近
接
す
る
、
閉

鎖
さ
れ
て
い
る
民
間
産
業
廃
棄
物
処
分
場
に
つ

い
て

　

今
定
例
会
で
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

の
案
件
が
あ
り
、
一
部
事
業
に
お
い
て
一
般
競
争
入

札
に
よ
っ
て
、
管
理
者
が
変
更
に
な
る
こ
と
へ
の
質

問
が
相
次
い
だ
こ
と
か
ら
、
冒
頭

指
定
管
理
者
制
度
の
本
質
に
つ
い

て
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
市
が
関
連
し
て

い
る
公
社
等
の
外
部
化
が
進
め

ら
れ
、
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
は
指

定
管
理
者
が
変
更
に
な
る
た
び

解
雇
さ
れ
る
こ
の
制
度
は
、
雇
用

の
喪
失
で
あ
っ
て
、
雇
用
の
創
出

に
は
な
ら
な
い
、
例
え
少
な
い
収

入
で
も
、
将
来
に
わ
た
っ
て
働
き

続
け
ら
れ
る
安
定
し
た
雇
用
の

場
を
無
く
す
る
こ
と
だ
と
、
改
め

て
予
算
委
員
会
で
主
張
し
た
た

め
持
ち
時
間
が
無
く
な
り
、
予
定

し
た
案
件
を
質
問
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

平
成
24
年
第
２
回
定
例
会（
6
月
議
会
）

１
．高
齢
者
・
障
が
い
者
の
見
守
り
に
つ
い

て

４
．雪
対
策
に
つ
い
て

　

＊
通
学
路
に
つ
い
て

　

＊
雪
寄
せ
場
に
つ
い
て

　

＊
バ
ス
路
線
に
つ
い
て

　

＊
苦
情
処
理
対
策
に
つ
い
て

　

＊
狭
隘
道
路
の
除
雪
方
針
に
つ
い
て

　

＊
雪
処
理
基
本
計
画
に
つ
い
て

平
成
24
年
第
３
回
定
例
会（
９
月
議
会
）

１
．清
掃
行
政
に
つ
い
て

　

＊
処
分
手
数
料
に
つ
い
て

　

＊
減
免
申
請
書
に
つ
い
て

２
．道
路
整
備
に
つ
い
て

　

＊
ね
ぶ
た
運
行
コ
ー
ス
に
つ
い
て

３
．農
作
物
被
害
に
つ
い
て

　

＊
被
害
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

平
成
24
年
第
４
回
定
例
会（
12
月
議
会
）

１
．学
校
で
の
A
E
D
使
用
に
つ
い
て

２
．市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

３
．霊
園
に
つ
い
て

４
．道
の
駅
に
つ
い
て

震災視察

南三陸町役場跡

市立石巻病院

震災視察

南三陸町役場跡

市立石巻病院

石巻市立大川小学校石巻市立大川小学校

石巻市立大川小学校石巻市立大川小学校

津波は庁舎の屋上まで達した。

津波で児童１０８名中７４名が

死亡・行方不明となっている。

津波で１階が壊滅的被害、

４日間４５２名が孤立した。

津波は庁舎の屋上まで達した。
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